
「発注者（JR東日本）社内の合意形成の円滑化」「現地立合い確認の労力減」「概算予算算出の労力減」を目指した新しい業務フローの提案

電気設備建物の必要ボリュームをスピーディーかつ高い精度で自動生成

計画精度の向上

情報共有資料作成の手間軽減

ツール活用の６つのメリット

候補地の選定

現地確認

概算予算算出

基本・実施設計

デジタル空間での検討

必要な設備を専用画面で入力
企画・基本計画

諸元から建物マスモデルの
自動生成をBIMで実施

3Dビューによる敷地の検討

CDE共有環境上で
関係者間で情報を共有

建物マスモデルから数量自動計算 仕様に応じた単価と掛け合わせ

壁＝　 壁仕様（単価）×　 壁面積

CDE（共通データ環境）上での関係者間情報共有

CDE（共通データ環境）上での3Dビューによる敷地検討イメージ

BIMモデルによる自動積算

概算 単価 数量
単価マスタ（CDE内）

仮設（足場）＝　 足場（単価）×　 壁面積

削減

現地調査の回数削減2

3

1

5
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4 確認事項の事前整理による効率化

概算（数量）精度の向上・業務削減
関係者調整にかかる待ち時間削減

大幅な

削減
大幅な

削減
大幅な

3Dビューによる
検討精度の向上

各担当が好きな時に確認

現地確認の回数を最小限に

機器（配電・通信など）の種類・数量をエクセルから取り込む
レイアウトルール（列数・通路幅・最小隔離）

建物マスモデルからの
数量自動計算

単価データベースとの
掛け合わせ

1200

4000

BIM
1

建築マスモデルの自動生成
基本設計2

実施設計モデルの自動生成
実施設計（開発予定）4

概算数量の自動算出
引き渡し・工事完了

現場管理 施設管理 資産管理

シミュレーション3

設　計

施　工 維持管理

・仕上、下地材　・建具種別
属性情報

・不燃／準不燃　・耐火性能など
・階高、天井高　・内装制限

三次元データ選択部
点群やBIMデータの選択

操作アイコン部
寸法計測のほか、写真の表示や
メモ・URLの表示・保存等

時系列表示バー
動画の撮影日から表示したデータを選択

設備機器レイアウトBIM ボリューム検討

Point 既存構造物との離隔確認

Point 支障物との位置関係確認

JR東日本建築設計と構造計画研究所の共同開発

ソリューションの特徴

活用方法とメリット


